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研究成果の概要（和文）：本研究は、超高齢社会の在宅歯科医療に対応できる歯科衛生士の人材育成のための教
育プログラムを開発することを目的とした。歯科衛生士学生ならびに在宅歯科医療に関わる医療職を対象とした
教育プログラムを開発し、学生ならびに研修受講者ともに、高い評価を得た。今回の結果により、要介護高齢者
の口腔機能管理に関する実習を含む本教育プログラムは在宅歯科医療の人材育成に有用であることが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop an educational program for human 
resource development of dental hygienists who can cope with home dental care in the super aged 
society. We developed an educational program for dental hygienist students and medical professionals
 involved in home dental care, and both students and trainees got high marks. The present results 
suggest that this educational program, including practical training on oral function management for 
the elderly in need of nursing care, is useful for human resource development in home dental care.

研究分野：歯科衛生
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本教育プログラムは，在宅歯科医療の実践の場において活用できる知識と技術の習得が可能となり，在宅歯科医
療分野において専門性を発揮できる歯科衛生士人口の増加に繋がる．さらに，歯科衛生士における在宅歯科医療
学分野を開拓する上で，学術的波及効果は極めて大きく，わが国の在宅療養者のQOL の向上に寄与できることは
社会への貢献が見込める．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 平成 26 年度の診療報酬改訂において，医療機関の機能分化・強化と連携，在宅医療の充実
に向け，在宅医療を担う医療機関の確保と質の高い在宅医療の推進が示されている．加速度的
に進む高齢社会において，医療から介護へ，病院から在宅へと日常生活圏内での切れ目の無い
医療介護を提供する地域包括ケアを目指す将来像の具現化に向けて，医療・介護の関連の多職
種との連携を図り，地域の医療・介護サービスの充実を図る必要がある．そのためには，在宅
医療充実にむけた取り組みを強化する必要がある． 
 歯科衛生士教育においては，社会情勢のニーズに加え，高齢者，8020達成者の増加や国民の
予防意識の高まり等に伴い，歯科疾患の予防管理，高齢者や在宅療養者への歯科診療，食育支
援等の歯科衛生業務の範囲が広がる中，その業務に係る歯科衛生士の資質の向上を図ることは
大きな課題となっている．このため，平成 22 年度より，厚労省は歯科衛生士の資質の向上に
資する歯科衛生士養成施設の教育内容の充実を図るため,歯科衛生士養成施設の教員に対する
講習会を実施している．しかしながら，講習時間が十分に確保できないこと，経験や講習の単
位取得状況により参加者が限定されており，歯科衛生士教育において在宅歯科医療分野の教育
の標準化には至っていない現状である．また，在宅医療の現場においては，地域における医療
介護の関係機関との連携が重要であるが，現状では，訪問診療を提供している医療機関の数は
不足しており，連携も十分に取れていない (厚労省資料；在宅医療・介護の推進について) こ
とから，在宅歯科医療における，人材不足および連携不足はさらに深刻な課題であると考えら
れる．今後さらに伸展する高齢社会に向け，在宅療養中の高齢者の誤嚥性肺炎や低栄養の予防
をはじめ，全身の健康の維持・向上を図り，生活の質を確保するために，在宅歯科医療の分野
の教育環境を整え，医療および介護ニーズを併せ持つ高齢者の歯科医療・口腔保健管理の充実
を図り，訪問歯科衛生士の人材確保，育成することは急務である． 
 
２．研究の目的 
 在宅歯科医療においては，様々な疾患を持つ療養者に対し，歯科衛生士は摂食嚥下リハビリ
テーション，栄養管理，口腔のケアおよび歯科保健指導など専門的な対応を包括的かつ総合的
に担当することが求められている．本研究では歯科衛生士養成において，在宅歯科医療分野の
教育の標準化に向けて，看護および歯科等における在宅医療の現状に基づき，実践力を高める
在宅歯科医療の教育カリキュラム，教育方法および教材の開発を含めた，教育プログラムを開
発することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
在宅歯科医療分野における教育および研修カリキュラムの検討 
 2015 年度から、K短期大学歯科衛生学科において、在宅歯科医療に関連する教育につい
て、科目担当者と年度毎に評価を行いながら教育カリキュラムを検討した。また、在宅歯
科医療の人材育成に関する研修会においては、主催者のニーズに応じた研修プログラムを
検討した。 

（1）歯科衛生士学生への教育の効果の検討 
 在宅歯科医療において、歯科衛生士の専門知識や技術の習得に特に重要とされる口腔機
能管理に関する教育を強化した教育プログラムを開発、実施し、実施後のアンケート調査
により、教育効果を検討した。 

（2）研修受講者への教育効果の検討 
 在宅歯科医療に関わる歯科衛生士に必要な研修プログラムを開発し、在宅歯科医療に関
わる職種を対象とした研修会を開催した。研修実施後のアンケート調査により、研修プロ
グラムの教育効果を検討した。 
 

４．研究成果 
（1）在宅歯科医療分野における教育および研修カリキュラムの検討 
 歯科衛生士学生教育においては、在宅歯科医療に関する教育を段階的に学修できるよう
教育プログラムを検討した。近年の歯科衛生士国家試験においては在宅歯科医療に関連す
る出題が増加傾向にあることを考慮し、要介護高齢者ならびに有病者に対する口腔機能管
理に関する知識や技術を習得するためのプログラムを作成した。口腔のケアならびに口腔
咽頭吸引については、歯科衛生士として高度な知識と専門技術が求められることから、口
腔機能管理シミュレータを用いた口腔のケアならびに口腔咽頭吸引の技術を習得する実
習を行うとともに、ビデオ教材を製作し、学生がインターネット上で動画教材を閲覧でき
るように設定し、学内外からオンラインで学修可能とした。また、在宅歯科医療に関わる
職種を対象とした研修においては、口腔のケア、口腔咽頭吸引、摂食嚥下リハビリテーシ
ョンに関する知識や技術を習得するために必要な知識や技術を習得するためのプログラ
ムとして、１日コースで、講義と実習を含む内容とした。 
 

（2）歯科衛生士学生における教育の効果の検討 
 歯科衛生学科２年生 83 名を対象に、歯科保健指導論Ⅱの科目において、開発した教育
プログラムを実施し、教育の効果の評価を行った。また、３年生 83 名を対象に口腔機能



管理に関する国家試験対策の講義を実施後、アンケートにより、本教育プログラムの総合
的な評価を行った。いずれも概ね高い評価を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）研修受講者の教育効果の検討 
本研究で開発した研修プログラムを受講した 50 名の受講者を対象に研修終了後、アンケ
ートにより、本プログラムの評価を行った。 
 研修の受講者 50 名の内訳は、歯科衛生士 30 名、歯科医師 13 名、言語聴覚士 2名、看
護師ならびに介護職１名であった。受講者の年齢は 50 歳代 18 名、40歳代 15名、30歳代
8名、20 歳代ならびに 60歳以上が３名であった。 
研修プログラムの各項目についての満足度についてはいずれも高い評価を得た。 
①研修プログラムの満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②研修プログラムの習得度 
 
口腔のケア        口腔咽頭吸引       摂食嚥下リハビリテーション 
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